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〔11日 に筑後まつり〕
■

こヽすか:旱堰景と彊駅罫道守争裏:単
」

よ民会館周辺を主会場に今年も盛大
み な壕軍を!ヽを号に争bビで、ぉな
■ じみの人気コント「ゆ―をびあ(
ホープさん・本名城後光義=津島
東出身)」 の特別出演があり、祭

りに色どりをそえた。

今月は10月 。日一日と秋の気配

が深まり、稲穂のみのる収穫期は

もうすぐそこまでやつてきている。

１
日
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
じ
ま
る

５
日
　
農
業
委
員
会
　
□
民
生
委
員
会

８
日
　
大
正
院
顕
し
ょ
う
祭

１０
日
　
体
育
の
日
　
国
市
民
体
育
祭

市
民
弓
道
大
会

・６
日
　
益
田
素
平
翁
彰
徳
祭

・７
日
　
市
民
福
祉
の
つ
ど
い

２２
日
　
戦
没
者
追
悼
式

弱
日
　
水
田
天

・
満
宮
神
幸
祭

２９
日
　
市
民
文
化
祭
は
じ
ま
る

〔定
例
講
座

。
学
級
〕
み
の
り
の
大
学

（
‐５
日
）
ゝ
保
健
福
祉
学
級

（
２５
日
）

サ
ン
・
コ
ア
定
例
講
座

・
学
級
は
七
ペ

ー
ジ
に
掲
載

〔相
談
〕
心
配
ご
と
相
談

・
交
通
事
故

相
談

（
７
、
１４
、
２‐
、
２８
日
）
、
公
害

苦
情
相
談

・
消
費
生
活
相
談

・
人
権
法

律
相
談

・
行
政
相
談

（
２０
日
）
、
老
人

健
康
相
談

（
１
、
６
、
８
、
‐３
、
２０
、

２２
、
２７
、
２９
日
）
、
妊
婦
相
談

（
１４
、

２８
日
）

今
月
の
税
　
市

〔県
〕
民
税
　
第
３
期
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団国民健康保険シリーズ②ロ
広
報
ち
く
ど
で
は
、
九
月

一
日

号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、

「国
民
健

康
保
険
」
を
と
り
あ
げ
、
国
民
健

康
保
険
の
か
か
え
て
い
る
問
題
点

な
ど
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
国
民

健
康
保
険
会
計
の
健
全
化
方
策
を

考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

前
回
と
り
あ
げ
た
の
は
、
医
療

保
険
制
度
、
医
療
費
の
負
担
割
合

国
民
健
康
保
険
会
計
、
税
率
決
定

の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
ま
し

た
。今

月
号
で
は
近
隣
市
町
村
と
の

数
字
な
ど
も
紹
介
し
な
が
ら
医
療

費
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
く
わ
し

く
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
回
に
も
触
れ
ま

し
た
よ
う
に
六
月
定

例
市
議
会
で
、
今
年

度
の
税
率
ア
ッ
プ
十

二

・
八
％
、
税
率
改

正
に
と
も
な
う
予
算

縮
正
案
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
年
々
ア
ッ

プ
す
る
国
民
健
康
保

険
税
の
値
上
げ
に
歯

止
め
を
す
べ
き
だ
と

い
う
意
見
が
ほ
と
ん

ど
で
、
市
に
対
す
る

強
い
施
策
を
求
め
る

声
が
多
か
っ
た
こ
と

も
前
回
の
べ
た
と
お

り
で
す
。

で
は
筑
後
市
の
国

保
会
計
の
実
態
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て

み
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
・保
険
税
の
動
き

ま
ず
筑
後
市
の
こ
こ
数
年
間
の
一
人

あ
た
り
の
国
民
健
康
保
険
税
と
医
療
費

の
動
き
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
右

下
図
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

こ
の
図
で
、
ご
ら
ん
い
た
だ
け
る
よ

う
に
昭
和
五
十
二
年
度
と
昭
和
五
十
七

年
度
を
比
較
し
て
見
ま
す
と
国
民
健
康

保
険
税
が
三

。
〇
三
倍
、
ま
た
医
療
安

も

一
・
九

一
倍
と
倍
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
が
今
後
も
続
き
、

医
療
費
が
増
え
続
け
ま
す
と
国
民
健
康

保
険
会
計
は
ま
す
ま
す
深
刻
な
状
態
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
で
も
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
非
常
に
心
配
し
て
い
ま
す
。

近
隣
市
と
の
比
較

筑
後
市
の
医
療
費
と
保
険
税
の
動
き

傾
向
に
つ
い
て
は
、
前
図
の
と
お
り
で

す
が
、
つ
ぎ
に
近
隣
市
の
状
況
は
ど
ん

な
に
な
っ
て
い
る
か
筑
後
市
と
比
較
し

て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

下
図
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
五
市
の

中
で
、　
一
世
帯
当
り
の
保
険
税
額
で
は

大
川
市
の

一
三
万
七
、
六
八
八
円
に
続

き
筑
後
市
の
一
二
万
七
、
五
二
四
円
が

第
二
位
を
占
め
て
お
り
、一
人
当
り
の
保

険
税
額
で
は
筑
後
市
の
四
万
○
、
八
五

九
円
が
甘
木
市
の
三
万
人
、
五
五
五
円

よ
り
高
く
第

一
位
、
ま
た
、
一
人
当
り
の

医
療
費
も
筑
後
市
が

一
言
一万
三
、
○
○

八
円
で
同
じ
く
第

一
位
を
占
め
て
い
ま

一ツ
。

以
上
見
て
き
ま
し
た
と
お
り
、
類
似

近
隣
市
と
く
ら
べ
て
み
ま
し
て
も
国
民

健
康
保
険
税
、
医
療
費
と
も
筑
後
市
は

高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

医
療
費
は
な
ぜ
高
い

筑
後
市
の
医
療
費
が
他
の
市
に
く
ら

べ
て
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
は
お
分
り

い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
医
療
費
が
年
々
増
え
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
原
因
に
つ

い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
こ
と
は
制

度
の
改
正
に
よ
る
給
付
率
の
改
善
や
諸

物
価
の
値
上
り
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
が

も

っ
と
大
き
な
要
因
と
し
て
次
の
よ
う

な
原
因
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

①
医
学
の
進
歩
に
よ
る
も
の
＝
高
度

な
医
療
機
器
の
使
用
と
医
療
技
術
の
開

発
や
高
度
な
薬
の
開
発
な
ど
に
よ
る
も

の
。②
高
齢
化
社
会
に
よ
る
も
の
＝
全
人

口
中
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
ふ
え

高
齢
化
社
会
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
老

人
医
療
の
無
料
対
象
者
が
、
国
保
加
入

者

一
万
六
、
九
五

一
人
の
な
か
で
二
、

三

一
〇
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
無
料
対
象
者
の
医
療
費
は
昭
和

五
十
六
年
度
で
、　
一
人
平
均
四
三
万
四

人
二
円
と
な

っ
て
お
り
、
全
体
の
平
均

の
約
二

・
二
四
倍
、
国
保
全
体
の
医
療

費
の
ほ
ぼ
四
〇

・
五
二
％
の
医
療
費
を

支
払

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

筑
後
市
で
は
特
に
高
齢
者

（七
〇
歳

以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）
の
割

合
が

一
二

・
五
三
％
と
高
く
な

っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

⑥
蔵
人
病
患
者
が
増
え
て
い
る
こ
と

＝
食
生
活
、
生
活
環
境
、
運
動
不
足
な

ど
に
よ
っ
て
成
人
病
患
者
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

医
療
費
が
か
さ
む
原
因
と
し
て
は
大

体
以
上
の
よ
う
な
原
因
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

近
隣
市
で
も
課
題
に

医
療
費
の
高
騰
、
保
険
税
が
増
え
る

傾
向
は
筑
後
市
だ
け
に
限
っ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
市
町
村
と
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
を

示
し
て
お
り
、
頭
の
い
た
い
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
全
市
町
村

一
丸
と
な
っ
て

医
療
保
険
制
度
の
改
善
、
国
庫
補
助
金

の
増
額
な
ど
に
け
ん
め
い
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
国
の
財
政
悪
化
の
中
で

行
財
政
改
革
が
焦
点
と
な
っ
て
お
り
、

筑後市一人当り保険税・医療費の動き
(円 )

※57年 は推定

昭和56年度保険税・医療費額比較

度 国民健康保険税 医 療 費
52 22,663 77_515
53 26,638 91.275
54 31,094 104.210
55 35,318 121,065
56 40,859 133,008
57 46,078 148,294

市  名 保険税
(1世帯 )

保険税
(1人 )
医療費
(1人 )

筑後市 円
127_524

円
40_859

円
133 008

八女市 115,318 35,320 114,811

大川市 137,688 38,227 120,813

柳川市 120,299 34,687 118.528

甘木市 118,980 38,555 128,412

rT)、
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な
か
な
か
筒
単
に
は
実
現
で
き
な
い
状

況
の
よ
う
で
す
。

た
だ
昨
年
か
ら
老
人
医
療
保
険
制
度

の
確
立
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
、
国
会

で
、
審
議
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
老
人
保

健
法
が
よ
う
や
く
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
つ
き
ま
し
て
は
、
く
わ

し
い
内
容
が
わ
か
り
し
だ
い
お
知
ら
せ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
会
計
の
収
支
改
善
が

各
市
町
村
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と

は
、
さ
き
ほ
ど
の
べ
た
と
お
り
で
す
が

と
く
に
筑
後
市
の
場
合
、
他
市
と
比
較

し
て
医
療
費
、
保
険
税
と
も
高
い
た
め

こ
の
対
策
、
対
応
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
援
助
も
合
め
、
国

保
運
営
協
議
会

・
市
議
会
の
ご
意
見
な

ど
を
も
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
国
保
加
入
者
の
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
そ
し
て
自
分
の
体
は
自
分
で
守
る
と

い
う
基
本
的
な
考
え
で
、
市
が
行
っ
て

い
る
検
診
、
健
康
相
談
、
健
康
教
室
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
、
利
用
し
て
い
た

だ
き
健
康
な
身
体
づ
く
り
に
励
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
号
で
は
健
康
な
身
体
づ
く
り
の
た

め
の
注
意
事
項
そ
の
他
に
つ
い
て
ま
と

め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

訂
正
＝
九
月

一
日
号
の
記
事
の
中
で

国
保
運
営
協
議
会
会
長
を
横
溝
利
昭
会

長
と
掲
載
し
ま
し
た
が
横
溝
利
明
会
長

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
い
た
し
ま
す

医
療
費
自
己
負
担
額
が

高

く

な

り

ま

し

た

高
額
医
療
費
の
自
己
負
担
の
限
度
額

が
九
月

一
日
か
ら
四
万
六
千
円
、
来
年

一
月

一
日
か
ら
は
五
万

一
千
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
自
己
負
担
は
、　
一
ヵ
月

三
万
九
千
円
で
済
ん
で
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
前
記
の
額
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
低
所
得
者

（住
民
税
非
課

税
世
帯
）
と
七
十
歳
以
上
の
老
人
お
よ

び
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人

（

老
人
医
療
証
受
給
者
）
に
つ
い
て
は
、

三
万
九
千
円
に
す
え
置
か
れ
ま
す
。

こ
の
高
額
療
医
療
費
度
は
、
被
保
険

者

一
人
が
同
じ
お
医
者
さ
ん
で
同
じ
月

に
、
自
己
負
担
額
が
九
月

一
日
か
ら
四

万
六
千
円
、
来
年

一
月

一
日
か
ら
は
五

万

一
千
円
を
超
え
る
と
き
に
、
そ
の
超

え
た
額
に
つ
い
て
は
あ
と
で
払

い
戻
し

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

も
の
で
す
。

く
わ
し
く
は
市
民
課
国
保
係
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

医
療
費
等
の

お
知
ら
せ
に
つ
い
て

七
月
診
療
分
の
医
療
費
の
内
容
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
被
保
険
者
の

み
な
さ
ん
が
病
院
な
ど
に
か
か
ら
れ
た

医
療
費
を
、
各
世
帯
ご
と
に
十
月
に
通

知
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
通
知
は
医
療
費
を
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
に
対
す
る
関
心

を
深
め
、
時
間
外
受
診
な
ど
を
で
き
る

だ
け
避
け
て
ム
ダ
な
医
療
費
を
省
き
、

国
保
事
業
の
健
全
な
財
政
運
営
に
理
解

と
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
、
決
し
，

て
病
院
に
か
か
る
の
を
非
難
し
た
り
医

療
費
の
支
払
い
を
渋

っ
た
り
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
三
歳
未
満
の
乳
幼

児
や
、
重
度
心
身
障

害
者
な
ど
は
医
療
費

は
支
払
う
心
要
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
手
続

き

を

し

て

い
な

い
と

該
当
し
ま
せ
ん
。

つ
ぎ
に
該
当
す
る

人
で
、
ま
だ
手
続
き

を
せ
ず
に
窓
口
で
医
療
費
を
支
払
っ
て

い
る
人
は
、
市
民
課
国
保
係
で
急
い
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
乳
幼
児
＝
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
、
手
続
き
に
は

印
鑑
と
保
険
証
が
必
要
。

■
重
度
心
身
障
害
者
＝
①
三
歳
か
ら
六

十
四
歳
ま
で
の
、
②
身
障
者
手
帳

一
級

か
二
級
、
精
神
薄
弱
者
で
Ｉ
Ｑ
３５
以
下

あ
る
い
は
手
帳
三
級
で
Ｉ
Ｑ
５０
以
下
の

人

（生
活
保
護
受
給
者
と
社
会
保
険
本

人
を
除
く
）

手
続
き
に
は
印
鑑
、
保
険
証
、
障
害

者
手
帳
ま
た
は
判
定
書
が
必
要
。

■
ね
た
き
り
老
人
＝
①
六
十
五
歳
か
ら

六
十
九
歳
ま
で
の
、
②
身
障
の
一
級
か

ら
三
級
、
あ
る
い
は
障
害
年
金
の
一
、

三
級
の
人
。
手
続
き
に
は
印
鑑
、
保
険

証
、
障
害
者
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
が

必
要
。

■
老
人
＝
生
活
保
護
受
給
者
と
社
会
保

険
の
本
人
を
除
く
七
十
歳
以
上
。

手
続
き
に
は
、
印
鑑
、
保
険
証
が
必

　

蛸

要
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

く
わ
し
く
は
、
市
民
課
国
保
係
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

計算してみよう

あなたの国民年金

毎月かけ金をして

いても、自分の年金

がいくらになるかご

存知ない人も多いよ

うです。

そこで、今月は老

齢年金の計算方法を

ご紹介します。

多>う

老齢年金額は次の(1)と (2)を 合わせた額です。

(1)基本額

Q,680円 ×納付月数+1,680円 ×免除月数×÷)× 1,122

(2)高齢者加算

昭和 5年 4月 1日 以前に生れた人には、次の額

が加算されます。

m牌 冊 脚 幼 x  礼 ワ

|

※

(1>卜 (2)=1年間に受けられる年金額

計算例

ことし滴60歳 になつた大正11年 4月生れの人の計

算例 くただし65歳からもらう場合〉
。国民年金加入期間

昭和36年 4月 ～昭和57年 3月 (21年間)

。全期間保険料完納  252月 (21年間)

基本額

1,680円 ×252日 ×1,122-475,009円

(2)高齢者加算

650円×●00252円 )×器×1,122=35,006円

年金額 (ll L(21

475,009円 +35,006円 =510,015円

50円未満切りすて、50円以上切り上げ

年額 510,000円  (月 額42,500円 )

(1)

老齢年金額の計算方法

もれていませんか

乳幼児医療無料などの申請
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月
市
議
会
（臨
時
。
定
例
会
）

■

木
本
保
男
助
役
選
任

■

筑
後
北
小
工
事
契
約

こ
の
ほ
か
に
土
地
開
発
公
社
の
経
営

状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
ん
ど
の
議
会
に
提
出
さ
れ

て
い
た
請
願
書
の
関
係
で
は
、
つ
ぎ
の

も
の
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
排
水
濤
設
置
に
関
す
る
請
願
書

（請

願
人
下
川
清
二
郎
さ
ん
）
　

＝
採
択

■
倉
目
川
水
系
水
害
に
関
す
る
請
願
書

（請
願
人
北
島
三
吉
さ
ん
ほ
か
）＝
採
択

口
道
路
側
濤
新
設
に
関
す
る
請
願
書

（請
願
人
室
図
正
己
さ
ん
）
　

＝
採
択

田
者
菜
区
大
竹
地
区
道
路
拡
張
施
設
に

関
す
る
請
願
書

（請
願
人
大
鶴
正
典
さ

ん
ほ
か
）
　
　
　
　
　
　
　
＝
採
択

日
た
ば
こ
販
売
店
の
指
定
制
度
、
定
価

制
度
の
存
続
に
関
す
る
請
願
書

（請
願

人
室
園
文
夫
さ
ん
ほ
か
）
　
　
＝
採
択

菊
池
　
徹
之
教
育
委
員
の
略
歴

昭
和
十
三
年
東
京
帝
国
大
学
卒
業
、

県
立
高
等
女
学
校
教
諭
、
昭
和
十
九
年

よ
り
日
本
ゴ
ム
入
社
、
取
締
役
を
経
て

四
十
五
年
よ
り
教
育
委
員
三
期
。
年
令

は
六
十
八
歳
。
住
所
は
水
田
三
七
二
番

地
。

九
月
の
市
議
会
は
、
七
日
に
臨
時
市

議
会
、
二
十
四
日
か
ら
十
月

一
日
ま
で

定
例
市
議
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

七
日
の
市
議
会
で
は
、
筑
後
市
助
役

の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
、
定
例
市
議

会
で
は
、
五
十
七
年
度

一
般
会
計
補
正

予
算

一
億
四
千
九
百
十
二
万
九
千
円
、

五
十
六
年
度
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認

定
な
ど
九
議
案
が
審
議
さ
れ
、
九
議
案

す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。
▽
臨
時
議
会
△

■
助
役
に
木
本
保
男
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
▽
定
例
市
議
会
△

■
五
十
七
年
度

一
般
会
計
予
算
を

一
億

四
千
九
百
十
二
万
九
千
円
追
加
し
九
十

億
九
百
三
十
三
万

一
千
円
と
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
国
、
県
支
出

金
の
増
に
と
も
な
い
歳
出
で
は
、
農
業

費
の
う
ち
園
芸
作
物
振
興
、
田
麦
生
産

団
地
育
成
対
策
事
業
、
農
用
地
利
用
増

進
特
別
対
策
事
業
に
要
す
る
経
費
な
ど

を
追
加
計
上
し
た
も
の
で
す
。

■
五
十
六
年
度
公
営
企
業
会
計
決
算
書

＝
市
立
病
院
事
業
会
計
医
業
収
支
で
三

千
六
百
十
三
万
九
千
円
、
損
益
勘
定
全

体
で
は
五
千
九
百
七
十
八
万
四
千
円
の

な
ど

き
ま

る

純
益
と
な
る
決
算
、
市
水
道
事
業
会
計

収
支
で
二
千
七
百
四
十

一
万
六
千
円
の

黒
字
、
累
積
欠
損
金
五
億

一
千
三
百
四

十
六
万
七
千
円

（前
年
よ
り
二
千
七
百

万
円
の
累
積
赤
字
が
減
少
）
の
決
算
を

み
と
め
た
。

■
都
市
公
園
条
例
、
住
宅
新
築
資
金
貸

付
条
例
、
福
岡
県
市
町
村
消
防
回
員
等

公
務
災
害
補
償
組
合
規
約
な
ど
の
一
部

改
正
や
変
更
を
み
と
め
た
。

■
農
作
物
共
済
特
別
積
立
金
の
取
崩
し

額
四
百
九
万
円
を
み
と
め
た
。

■
筑
後
北
小
学
校
建
築
主
体
工
事
に
つ

い
て
、
契
約
金
額
二
億

一
千
六
百
万
円

で
大
薮
組

・
尋
木
建
設

・
佐
藤
組

。
つ

く
し
建
設
共
同
企
業
体
に
工
事
請
負
さ

せ
る
こ
と
を
み
と
め
た
。

■
任
期
満
了
に
と
も
な
い
教
育
委
員
に

菊
池
徹
之
氏

（再
任
＝
水
田
下
）
を
選

任
し
た
。木

本
保
男
助
役
の
略
歴

九
月
七
日
の
第
二
十
二
回
臨
時

市
議
会
で
、
空
席
だ
っ
た
助
役
に

木
本
保
男
氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。

木
本
保
男

（き
も
と

。
や
す
る
）

昭
和
二
十
四
年
明
治
工
業
専
門
学

校
卒
。
同
二
十
九
年
筑
後
市
役
所

に
入
り
、
教
育
委
員
会
総
務
課
庶

務
係
長
、
商
工
観
光
係
長
、
衛
生

課
長
、
企
画
課
長
、
総
務
課
長
、

を
歴
任
。
昭
和
五
十
四
年
六
月
か

ら
五
十
七
年
五
月
ま
で
助
役
。
五

十
四
歳
。
住
所
は
山
ノ
井
六
〇
〇

番
地
の
一

ま

た
政
府
は
、
四
十
七
年
六
月

に
、
四
十
六
年
度
の
全
国
実

態
調
査
に
も
と
ず
い
て
、
四
十
七
年

度
か
ら
時
限
立
法
の
終
る
五
十
三
年

度
ま
で
の
総
事
業
費
の
総
計
四
千
七

百
三
十
二
億
円
と
い
う
算
出
を
発
表

し
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
に
よ
り
ま
す
と
今
後
七

年
間
の

一
年
平
均
額
は
約
六
百
八
十

億
円
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
地
方
公
共
団
体
の

同
和
行
政
担
当
関
係
者
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
全
日

本
同
和
対
策
協
議
会
は
、

地
方
全
体
の
国
庫
補
助
対

象
事
業
だ
け
の

（市
町
村

の
単
独
事
業
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
）
四
十
八
年
度

最
低
計
画
額
と
し
て
八
百

三
十
億
円
を
要
請
し
ま
し

た
が
、
四
十
八
年
度
政
府

予
算
は
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
保
障
要
求
と
は
、

ま
こ
と
に
ほ
ど
遠
い
も
の

で
あ

っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
も

の
で
し
た
。

ま
た
特
別
措
置
法
の
施
行
に
よ
っ

て
同
和
対
策
事
業
が
、
す
す
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
国
庫
補

助
事
業
の
枠
に
制
限
が
あ
り
、
さ
ら

に
国
庫
補
助
事
業
に
お
い
て
、
国
の

認
証
す
る
単
価
と
規
模
の

一
般
的
基

準
が
低
い
た
め
、
地
方
の
実
情
に
そ

ぐ
わ
な
い
面
が
あ
り
、
国
の
補
助
額

を
三
分
の
二
と
決
め
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
実
質
的
に
は
三
分
の

一

あ
る
い
は
そ
れ
以
下
の
補
助
額
が
交

付
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
な
国
の
補
助
金
交
付

は
各
地
方
公
共
団
体
の
財
政
負
担
、

い
わ
ゆ
る
超
過
負
担
を
よ
ぎ
な
く
生

じ
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
地
方
公
共

団
体
の
実
施
す
る
同
和
対
策
事
業
を

圧
迫
し
、
行
政
水
準
を
引
き
さ
げ
る

こ
と
に
な
る
な
ど
の
問
題
点
が
生
じ

て
き
ま
し
た
。同

対
審
答
申
と
特
別
措

置
法
の
制
定
は
、
部
落
解

放
同
盟
を
中
心
と
す
る
解

放
運
動
の
永
年
に
わ
た
る

い
わ
ゆ
る
行
政
闘
争
な
ど

の
関
い
の
結
果
と
し
て
成

立
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
明
治
の
解
放
令

に
つ
ぐ
第
二
の
解
放
令
と

も
い
え
る
べ
き
性
格
を
も

つ
も
の
と
い
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
問
題
は
そ
の
解

放
の
実
現
の
た
め
に
具
体
的
な
措
置

が
実
際
に
実
施
さ
れ
る
か
ど
う
か
に

か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
の
明
治
の
解
放
令
が
実
質

的
に
は
施
策
を
と
も
な
わ
な
い
空
文

化
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
こ

の
シ
リ
ー
ズ
で
も
再
三
と
り
あ
げ
て

き
ま
し
た
。

次
号
で
は
、
解
放
運
動
の
ゆ
く
手

に
な
お
山
積
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
ひ
ろ

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

部落差別をなくそうo

戦後 の解 放運動

同和対策事業の進行

(4)



令 会 の開催

運転者の皆さんヘ

筑 後 市 交 通 安 全協会

筑  後  警  察  署
筑後市交通安全対策協議会

昭和57年度の法令講習会を下記の通り開催いたします。

時間厳守の上全員受講されますようご案内申し上げます。

1.受講者は会員証または安全運転ノートを持参して受講印を受けて下さい。

2.雨天の場合等は校庭に車を乗 り入れないで下さい。

3.会場においては F禁煙』となっておりますのでご協力をお願いします。

月 日 曜 日 時  間 実 施 場 所
|

校 区別 割 当

B3
10月
｀
理馨日

釜

尊 19:00 二 川 小 学 校 講 堂 ナ| | 校 区

松 原 小 学 校 体 育 館 松原西牟田校区
ZU

10月 ‐ 日 垂 ″

10月 13日
|

水
′′ 筑後市農協tレグラ

ン
f 水 洗 校 区

10月 14日 木
|

″ 下 妻 小 学 校 講 堂 下 妻 校 区

10月 18日 月 ク 古 島 小 学 校 講 堂 首 島 校 区

10月 19日 火
′′ 古 川 小 ¥校 体 育 館 古 川 校 区

10月 22日 金
′′ 羽犬 塚 小学 校 体育 館 羽 犬 塚 校 区

10月 28日 木 ′′

|

筑 後 小 学 校 講 堂 筑 後 校 区

10月 29日 金 ″ 水 田 小 学 校 体 育 館 水 田 校 区

二川小、松原小は都合により日程を変更しました。



昭和57年 10月 1日 342号広 報 ち く ご

‐

九
月
二
十

一
日
、
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
、
ハ
ワ
イ
の
親
善
試
合
に
出
場
す
る

「筑
後
ク
ラ
ブ
」
の
選
手
団

の

一
員
で
あ
る
折
地
の
田
中
秀
樹
さ
ん

（３‐
＝
東
印
刷
勤
務
）
と
東
聖
二
さ
ん

（２５
＝
同
）
の
二
人
が
市
役
所

を
訪
ず
れ
、
日
中
虎
市
市
長
に
出
発
前
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
は
、
こ
の
大
会
の
初
日
の
二
十

四
日
、

ハ
ワ

あ
げ
る

親
善
大
会
と
挙
式
の
二
重
の
喜
び
に
喜
色
満
面
の
様
子
で
し
た
。

▽

人

事

異

動

△

ハワイで挙式の

車イスカップル

〔右から田中さんと東さん〕

田
中

さ
ん
た

出
場
す
る
親
善
試
合

は
、
県
身
障
者
国
際

交
流
協
会
が
計
画
し

た
も
の
で
、
選
手
七

人
の
ほ
か
役
員
、
家

族
な
ど
約
二
十
人
が

二
十
二
日
出
発
、
車

椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
の

さ
か
ん
な
ハ
ワ
イ
で
二
試
合
を
消
化
す

る
予
定
。
田
中
さ
ん
の
花
嫁
さ
ん
は
福

岡
市
南
区
長
住
の
財
津
富
美
子
さ
ん

（

３０
）
で
田
中
さ
ん
同
様
足
が
不
自
由
だ

が
博
多
人
形
の
絵
付
な
ど
を
す
る
明
る

い
性
格
の
女
性
。

結
婚
式
に
は
ハ
ワ
イ
の
選
手
関
係
者

も
混
じ
え
て
日
米
の
仲
間
た
ち
が
二
人

の
門
出
を
祝
福
し
て
く
れ
る
予
定
で
す
。

市
で
は
十
月

一
日
付
で
、
つ
ぎ
の
と

お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

係
長
以
上
を
掲
載
。
カ
ッ
コ
内
は
も

と
の
職
名
で
す
。

■
課
長
職
＝
企
画
課
長
　
江
里
口
充

（

同
和
対
策
室
長
）
、
議
会
事
務
局
長

井
ノ
本
凱
曹

（企
画
課
付
け
課
長
）
、

監
査
事
務
局
長
　
一れ
巣
孝
行

（学
校
教

育
課
長
）
、
学
校
教
育
課
長
　
士］
田
元

亮

（議
会
事
務
局
長
）
、
人
事
課
付
け

梅
野
忠
夫

（監
査
事
務
局
長
）

■
課
長
昇
格
＝
同
和
対
策
室
長
　
一占
橋

安
男

（社
会
教
育
課
同
和
教
育
主
査
）

八
女
西
部
広
域
事
務
組
合
派
遣
　
田
中

和
馬

（企
画
課
企
画
係
主
査
兼
課
長
心

得
）
■
係
長
職
＝
企
画
課
企
画
係
主
査
　
橋

本
和
担

（市
民
課
年
金
係
長
）
、
市
民

課
年
金
係
長
　
久
保
田
進

（老
人
ホ
ー

ム
庶
務
係
長
）
、
老
人
ホ
ー
ム
庶
務
係

長
　
塚
本
芳
功

（税
務
課
徴
収
係
長
）

社
会
教
育
課
同
和
教
育
主
査
　
津
留
忠

義

（企
画
課
広
報
統
計
係
長
）

■
係
長
昇
格
＝
企
画
課
広
報
統
計
係
長

榎
本
功

（農
業
委
員
会
事
務
局
）
、

税
務
課
徴
収
係
長

光
延
斌

（税
務
課

固
定
資
産
税
係
）

腕
時
計
の
落
し
も
の

九
月
十
八
日
市
民
会
館
北
側
に
、

婦
人
用
腕
時
計
が
二
個
落
ち
て
い
ま

し
た
。
時
計
は
、
警
察
署
で
保
管
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
当
日
市
役

所
会
計
課
へ
時
計
を
届
け
て
い
た
だ

い
た
人
、
ま
た
落
さ
れ
た
心
当
り
の

方
は
、
会
計
課
管
財
係
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
教
育
相
談
が

あ

り

ま

す

県
教
育
委
員
会
で
は
、
幼
児
期
の

家
庭
教
育
が
人
間
形
成
に
と
っ
て
、

き
わ
め
て
大
切
で
あ
る
三
歳
児
を
お

も
ち
の
ご
両
親
を
対
象
に
、
つ
ぎ
の

と
お
り
相
談
を
う
け
ま
す
。

■
期
日
　
十
月
十
九
日
（火
）午
前
九

時
か
ら
午
後
二
時
三
十
分
ま
で

■
場
所
　
八
女
総
合
庁
舎

身
体
障
害
者
の
つ
ど
い

申
　
込
　
者
　
募
　
集

県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
で
は

第
二
回

「申
込
者
の
つ
ど
い

（集
団

見
合
）
」
を
行
い
ま
す
。
身
体
障
害

者
の
方
で
結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方
は

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
長

（村
田

亀
遊
池
。電
〒
一ハ交
一＼
十
月
二
十
五

日
ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

県
行
政
書
士
試
験

県
で
は
、
十
月
二
十
八
日
に
行
政

書
士
試
験
を
行
い
ま
す
。
受
験
希
望

者
は
十
月
十
四
日
ま
で
に
県
地
方
課

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格
、
申
込
方
法
な
ど
く
わ

し
く
は
福
岡
県
総
務
部
地
方
課

（電

〇
九
二―
六
三
二Ｉ
六
三
九
一）
　
ヘ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

参

加

者

募

集

県
教
育
委
員
会
、
県
サ
イ
ク
リ
ン

グ
協
会
で
は
、
県
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

大
会
を
地
区
ご
と
に
開
催
し
ま
す
。

筑
後
班
は
市
役
所
前
か
ら
大
山
ダ

ム
ま
で
往
復
二
十
五

ロキ
で
す
。
小
学

四
年
生
以
上
の
男
女
で
参
加
料
が
五

百
円
で
す
。
市
内
の
各
自
転
車
小
売

店
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

作
品

。
作
文
を

募
集
し
ま
す

（財
ヽ
住
宅

・
建
築
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
構
」
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
作
品
、

作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

大
工

。
工
務
店
が
建
て
た

「省
エ

ネ
ル
ギ
ー
住
宅
」
作
品
と
主
婦
の

「

体
験
に
も
と
づ
く
住
ま
い
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
作
文
で
す
。
し
め
き
り
は
　
　
耐

十

一
月
二
十
日
。
く
わ
し
く
は
同
機
　
　
．‘

構
作
文
募
集
係

（
〒
町
東
京
都
港
区

赤
坂

一
十
六
十
死
勝
永
ビ
ル
四
階
Ｘ

Dふ

この欄は官公庁や市内の会

社工場 からのお知 らせです

赤 ち

姻

村上 美沙ちやん
(昭和56年 12月 7日生)

村上宗夫さん (29)、 資美子

さん (25)の 長女 (常用東区)

「もうすぐ満 1才の口廷生日、

人みしりもせずとても元気で

す。みんなに愛される子に育

つてほしい」と貴美子さん。
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「大 きなかぶ ら」大 ,子評
福嵩旱皇曇

館で第 8回県老人ホーム交歓大会が開かれ

市立老人ホーム「紅葉園 (下川憲男園長32

人)」 のおとしよりが、レコード劇「大き

なかぶら」を熱演し、会場の大きな拍手を

浴びた。 (写真0)
この日、交歓大会に参加したのは県内各

地区から選ばれた23園の老人ホーム。

紅葉園の大きなかぶらは筑後地区大会で

優秀と認められたもので、おとしよりの演

ずるかわいい児童劇は大好評だつた。

交通安全で街頭 PR 
安璧亀釜採

9月 21日 から月末まで展開されたが、21日

午前 7時30分、羽犬塚駅前と郵便局前交差

点の2カ所で街頭PRが行われた(写真②)
街頭PRに参加したのは田中虎市市長、

市三役、小屋盛良筑後警察署長、庄村栄市

交通安全協会長など市交通安全対策協議会

のメンバー約50人。①歩行者とくに老人と

子供の事故防止、②二輪車、自転車の安全

利用、①粗暴運転の追放などの重点目標を

書いたチラシを配り安全運動をPRし た。

フレ最タ

とイ

奪イ

=、
, 島 す

▼
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ギ
中
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勤
労
婦
人
生
活
講
座

受

講

生

を

募

集

市
教
育
委
員
会
で
は
、
働
く
婦
人
の

仕
事
、
家
庭
、
社
会
の
こ
と
な
ど
く
ら

し
に
か
か
わ
る
課
題
を
学
び
、
働
く
婦

人
の
生
き
方
を
考
え
、
生
活
を
高
め
る

た
め
に
勤
労
婦
人
生
活
講
座
を
つ
ぎ
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

市
内
に
居
住
又
は
勤
務
さ
れ
て
い
る

婦
人
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔期
間
〕
十
月

一
日
か
ら
二
十
九
日
ま

で
の
毎
週
金
曜
日
。
午
後
六
時
か
ら
八

時
ま
で
の
二
時
間
。

〔内
容
〕
働
く
婦
人
の
消
費
生
活
、
食

生
活
、
法
律
、
悩
み
と
生
き
が
い
、
人

権
等
。

〔場
所
〕
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

〔受
講
料
〕
無
料

（料
理
実
習
の
み
材

料
代
が
い
り
ま
す
）

〔申
込
先
〕
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

（電

③
三
茶
）
ヘ

河
川
浄
化
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

筑
後
市
環
境
衛
生
協
議
会

（田
村
猛

会
長
）
で
は
、
十
月

一
日
か
ら
十

一
月

二
十
日
ま
で
の
三
ヵ
月
間
を
河
川
浄
化

推
進
運
動
月
間
と
し
て
河
川
浄
化
運
動

を
推
進
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
運
動
で
は
、
各
地
区
毎
に
下

水
溝
な
ど
の
清
掃
に
と
り
く
み
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
の
運
動
と
な
ら
ん
で
十
月

一
日
か

ら
二
ヵ
月
間
空
か
ん
、
空
び
ん
の
回
収

運
動
も
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

１〇
一月
一の
一衛
一生
一行
一事
一

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き

ｏ
破
傷
風
予

防
接
種

（三
種
混
合
予
防
接
種
）

‐３
日
　
羽
犬
塚
、
松
原
、
西
牟
日
校
区

２７
日
　
緒現
後
、
古
川
、
水
田
、
水
洗
、

下
妻
、
古
島
、
二
川
校
区

〔場
所
〕
保
健
セ
ン
タ
ー
で

〔対
象
児
〕
生
後
二
十
四
ヵ
月
か
ら
四

十
八
ヵ
月
未
満
。　
一
期
は
二
歳
に
な
っ

て
間
も
な
く
毎
月
続
け
て
三
回
う
け
る

二
期
は

一
期
が
終
っ
て
一
年
か
ら

一

年
半
の
間
に

一
回
う
け
る
。
こ
の
間
に

接
種
で
き
な
か
っ
た
る
子
さ
ん
は
、
七

十
二
ヵ
月
を
限
度
と
し
て
三
種
混
合

（

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
予
防
接
種
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
服
用

生
後
三
ヵ
月
か
ら
十
人
ヵ
月
ま
で
に

二
回
服
用
し
ま
す
。
二
回
目
は

一
回
目

服
用
か
ら
半
年
後
で
す
。
病
気
等
の
理

由
で
、
服
用
で
き
な
か
っ
た
幼
児

（四

十
八
ヵ
月
未
満
）
も
う
け
ら
れ
ま
す
。

‐２
日
　
一
一川
、
西
牟
田
、
水
田
、
下
妻

校
区

‐４
日
　
筑
後
、
松
原
、
古
川
、
古
島
校

区

‐５
日
　
羽
犬
塚
、
水
洗
校
区

２９
日
　
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
全
員

〔場
所
〕
保
健
セ
ン
タ
ー
で

■
予
防
接
種
を
う
け
る
と
き
は
、
熱
を

は
か
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
や
検
診
を
う
け
る
と
き
は
、
母

子
手
帳
の
該
当
の

″問
診
票
″
に
必
ず

記
入
、
押
印
し
て
受
付
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
問
診
票
が
な
い
と
き
は
、

印
か
ん
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

流
感

（イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
予
防
接
種

‐２
日
　
松
原
校
区

松
原

小
学
校

‐４
日
　
筑
後
校
区
　
祐現
後

小
学
校

‐５
日
　
古
川
校
区

・百
川

小
学
校

‐９
日
　

羽
犬
塚
Ｂ
　
羽
犬
塚
中
学
校

２０
日
　

水
洗
校
区
　
竹現
後

中

学
校

２‐
日
　

羽
犬
塚
Ａ
　
羽
犬
塚
小
学
校

２２
日

　

一
一川
校
区
　
一
一
川
小
学
校

２６
日

　

古
島
校
区
　
古
島

小
学
校

２８
日
　
西
牟
田
校
区

西
牟
田
小
学
校

２８
日
　
水

田

校

区

水

田

小

学
校

２９
日
　
下

妻

校

区

下

妻

小

学
校

■
流
感
の
接
種
は
、
満
三
才
以
上
の
希

望
者
で
す
。
注
射
は
全
員
二
回
う
け
て

く
だ
さ
い
。
二
回
目
は
十

一
月
で
す
。

料
金
は

一
回
に
つ
き
三
百
円
で
、
幼
児

は
無
料
で
す
。
大
人
の
方
も
必
ず
印
か

ん
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
羽
犬
塚
校
区
Ａ
は
、
上
町
か
ら
北
で

Ｂ
は
羽
犬
塚
か
ら
南
の
各
区
で
す
。

衛
生
行
事
の
時
間
は
い
ず
れ
も

一

時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

第
２０
回

筑
後
市
民
体
育
祭

市
教
育
委
員
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
体
育
祭
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔と
き
〕
十
月
十
日
午
前
九
時
か
ら

〔場
所
〕
羽
犬
塚
中
学
校
で
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20日 に行政お日談
17日 から行政相談週間

広 報 ち く ご

十
月
十
七
日
か
ら
二

十
三
日
ま
で
の

一
週
間

は

″行
政
相
談
週
間
〃

と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
間
中
の
二
十
日
午

前
十
時
か
ら
動
労
婦
人

セ
ン
タ
ー
で
無
料
行
政

相
談
所
が
ひ
ら
か
れ
ま

す
。
　
コ
⊆
ん
な
時
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
」

「ど
の
役
所
で

処
理
す
る
の
か
」
な
ど
の
問
い
あ
わ

せ
や
、
役
所
や
公
社
、
公
団
等
の
仕

事
に
つ
い
て
の
苦
情
、
要
望
な
ど
を

聞
き
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
た

め
に
ひ
ら
く
も
の
で
す
。

相
談
に
は
、
行
政
相
談
員
の
塚
本

藤
男
さ
ん

（中
牟
田
）
が
あ
た
ら
れ

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

定

例

講

座

案

内

八
女
地
区
婦
人
大
学

（
１９
日
）、
高

齢
者
講
座

（
２５
日
）
、源
氏
物
語
講
座

（・３
日
、２７
日
）、勤
労
婦
人
生
活
講
座
（１
、

８
、
１５
、
２２
、
２９
日
）、市
民
大
学
講

座

（
６
、
２０
日
）、婦
人
大
学

（
１３
、

‐４
、
２６
日
）、
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
講

座

（１２
、
２６
日
）、
明
日
の
親
の
為
の

学
級

（５
、
１３
、
‐９
、
２６
日
）、
手
作

り
絵
本
講
座

（
１３
日
）、
コ
ー
ラ
ス
講

座

（８
、
１５
、
２２
、
２９
日
）、
健
康
体

操

Ｔ

、
７
、
１４
、
‐８
、
２．
、
２５
、

２８
日
）、茶
道
教
室

（
１３
、
・４
、
２０
、

２．
、
２７
、
２８
日
）

⑭

犬
の
予
防
注
射

秋
の
狂
犬
病
予
防
接
種

保
健
所
と
市
衛
生
課
で
は
、
つ
ぎ
の

日
程
で
秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射

（
一
回

目
）
を
し
ま
す
。
生
後
三
ヵ
月
以
上
の

飼
い
犬
は
か
な
ら
ず
う
け
て
く
だ
さ
い
。

注
射
料
千
百
六
十
円
、
未
登
録
犬
は
別

に
登
録
料
二
千
百
円
が
い
り
ま
す
。

‐８
日
　
９
時
３０
分
～
ｎ
時
３０
分
＝
筑
後

小
学
校
で
、
１０
時
～
１１
時
３０
分
＝
下
妻

小
学
校
で
、
１３
時
３０
分
～
１５
時
＝
農
協

水
田
支
所
と
古
島
農
業
倉
庫
前
で
、

‐９
日
　
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分
＝
熊
野

駐
在
所
前
で
、
１０
時
～
ｎ
時
３０
分
＝
農

協
古
川
支
所
で
、
１３
時
３０
分
年
‐５
時
＝

船
小
屋
公
民
館
と
寛
元
寺
公
民
館

２０
日
　
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分
＝

一
条

公
民
館
で
、
１３
時
３０
分
～
１５
時
＝
二
川

小
学
校
で
、
９
時
３０
分
～
１１
時
５０
分
と

・３
時
～
１５
時
＝
市
役
所
前
で

第

１９
回

筑

後

市

民

文

化

祭

作

　

口
田
　

募

　

集

市
教
育
委
員
会
で
は
、
十
月
二
十
九

日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の
三
日
間
を
中

心
に
開
催
す
る
市
民
文
化
祭
の
展
示
作

品
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
で
き
る
の
は
、
満
十
五
歳
以
上

の
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
か
通
動

・
通

学
し
て
い
る
人
で
す
。

■
洋
画
、
日
本
画
と
も
大
き
さ
が
合
計

号
数

一
〇
〇
号
以
内
で

一
人
三
点
ま
で

■
写
真
は
白
黒

・
カ
ラ
ー
と
も
四
ッ
切

以
上
で
パ
ネ
ル
に
は
り

一
人
三
点
ま
で

い
ず
れ
も
二
十
七

・
二
十
八
日
の
二

日
間
に
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

■
書
道
は
半
切
以
内
で
表
装
や
額
に
つ

け
、　
一
人
三
点
ま
で
。
二
十
六
、
二
十

七
日
の
い
ず
れ
か
に
動
労
婦
人
セ
ン
タ

ー
ヘ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

筑
後
市
文
化
振
興
事
業

第
２
回
例
会

糸

あ

や

つ
り

人

形

公

演

十
一
月
二
十
三
日
、
年
後
二
時
か

ら
市
民
会
館
で
、
子
ど
も
さ
ん
を
対

象
に
竹
田
人
形
座
に
よ
る
糸
あ
や
つ
り

人
形
の
公
演
を
行

い
ま
す
。

竹
田
人
形
座
は
三
百
年
以
上
の
歴
史

を
持
ち
、
東
京
都
民
俗
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
国
内
の
舞
台
、
映
画
、
テ

レ
ビ
に
活
躍
の
ほ
か
、
外
国
で
も
数
多

く
出
演
し
て
い
る
有
名
な
劇
団
で
す
。

公
演
の
内
容
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る

話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
″
わ
ら
べ
唄
、
夏

冬

名

冬
。お
正
月
が
ご
ざ

っ
た
共

厚
生

大
臣
児
童
福
祉
文
化
奨
励
賞
受
賞
作
品
）

と

「
ば
ろ
っ
く
〈バ
ラ
エ
テ
イ
〉
」
で
す

鑑
賞
券
は
、
五
歳
以
上
は
い
ず
れ
も

一
人

一
千
円
で
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
の

ほ
か
、
市
内
の
レ
コ
ー
ド
店
、
書
店
で

発
売
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
と
も
、
す
ば
ら
し

い
ナ
マ
の
人
形
劇
を
鑑
賞
し
て
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課

（電
一〒
三

兵
）
へ
る
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

-8月 の人の動き
出 生     49人
死 亡     24人
世帯数   10,710戸

人口計   42,454人

(前月より50人増)

男    20,356人

女    22,098人
ヽ一――住民基本台帳から

8月 の交通

発生作数 38件 (174)

負傷者数 56人 (224)

死亡者数  0人 ( 1)
◎死亡事故ゼロ」は222

日 (9月 31日 現在)

※ ()内 は 1月 から
8月 までの累計です

筑後市交通安全対策協議会資料

為荏兵芙縫室ぢ嘉詈  筑後呆皇最
で、57年度市内スポーン少年団剣道大会が

開かれた。〔写真O〕 成績つぎのとおり

〔団体〕高学年の部―①羽犬塚 ②筑後、

③下妻、松原、低学年の部嘲③水田、②飛

梅館、③羽犬塚、古川、 〔個人〕男子嘲③
橋爪大輔 (西牟田)、 ②平弘典 (下妻)

③石橋明 (下妻)、 永松成旨 (羽犬塚)

女子嘲③江上瑞子 (筑後)、 ②中島慶子 (
松原)、 ③松尾和美 (松原)、 城戸香奈子

(羽犬塚)

きれいにな りま した  日λ号告暫
久富の窓ケ原公園にあるブランコ、ジヤン

グルジム、すべり台などの遊具施設のペン

キ塗りの奉仕作業が行われた 〔写真0〕

作業をしたのは筑後青年会議所 (古賀脩

平理事長)の メンバー約20人で、「自分た
ちの力を地域社会に役立てよう」と船小屋

中の島公園遊具のペンキ塗りに引き続く労

力奉仕。会員の手で、ていねいに塗られた

遊具は見違えるほどきれいになった。

(7)
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同
ク
ラ
ブ
の
定
例
練
習
日
は
毎
週

水
曜
日
夜
七
時
半
か
ら
九
時
半
ま
で

久
富
に
あ
る
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン

タ
ー
で
開
い
て
い
る
。

練
習
は
同
ク
ラ
ブ
女
子
部

（昭
和

五
十
六
年
四
月

一
日
号
で
紹
介
ず
み

）
と
合
同
練
習
の
た
め
、
和
気
あ
い

あ
い
。
基
礎
練
習
の
体
操
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
パ
ス
、
オ

フ

エ
ン
ス
、
実
戦
形
式
の
練
習
試
合

な
ど
熱
の
こ
も

っ
た
練
習
を
続
け
て

い
る
。

一
昨
年
か
ら
近
隣
市
町
の
人
女
市

八
女
郡
、
久
留
米
市
、
柳
川
市

（谷
■

年
加
入
）
の
ク
ラ
ブ
対
抗
リ
ー
グ
戦

を
春
、
秋
二
回
開
い
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
上
位
の
成
績
を
納
め
て
い
る

課
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
が
異

な
り
、
練
習
日
に
全
員
で
揃

っ
た
練

習
が
難
し
い
こ
と
。
こ
の
た
め
メ
ン

バ
ー
数
を
増
や
す
こ
と
だ
と
い
う
。

加
入
希
望
者
は
経
験
不
問
。
定
例

日
に
会
場
へ
。
月
会
費
五
百
円
。

九
月
十
九
、
二
十
の
二
日
間
、
大

牟
田
市
民
体
育
館
で
開
か
れ
た
第
二

十
五
回
福
岡
県
民
体
育
大
会
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
競
技
に
出
場
し
た
筑
後
市
の

青
年
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム

「筑
後
ク
ラ
ブ
」
が
、
決
勝
戦
に

進
出
、
惜
し
く
も
強
敵
粕
屋
郡
に
敗

れ
た
も
の
の
見
事
二
位
に
入
賞
し
筑

後
市
の
名
を
高
め
た
。

今
回
の
私
た
ち
の
仲
間
で
は
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
を
と
お
し

て
仲
間
の
交
流
を
深
め
て
い
る
青
年

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「

筑
後
ク
ラ
ブ
」
の
み
な
さ
ん
を
紹
介

し
よ
う
。

加

入

者

歓

迎

同
ク
ラ
ブ
の
結
成
は
、
昭
和
四
十

八
年
。
市
内
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
愛
好
者

が
集
ま
り
お
互
い

の
親
睦
を
図
る
た

め
の
ク
ラ
ブ
結
成

を
話
し
あ

っ
た
の

が
契
機
。

激
し
く
体
力
を
消
耗
す
る
ス
ポ
ー

ツ
の
た
め
か
現
在
結
成
時
の
メ
ン
バ

ー
は
皆
無
だ
が
、
結
成
後
ま
も
な
く

メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
田
中
博
昭
さ
ん

（２６
＝
江
口
＝
教
員
）
、
現
主
将
の

鶴
隆
雄
さ
ん

（２６
＝
船
小
屋
＝
教
員

）
、
中
尾
薫
さ
ん

（
２７
＝
久
富
＝
教

員
）
」ち
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
が

っ

ち
リ
チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
い
る
。

公
式
戦
で
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
は

前
掲
の
リ
ー
ダ
ー
各
選
手
の
ほ
か
、

日
中
久
重

（
２４
＝
白
営
業
＝
熊
野
）

井
上
健
司

（
２‐
＝
国
鉄
＝
和
泉
）
、

渡
辺
円
裕

（
２２
＝
国
鉄
＝
水
田
）
、

寺
松
正
人

（
２０
＝
国
鉄
＝
西
牟
田
）

の
各
選
手
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
い

る
。
レ
ギ
ュ
ラ

ー
以
外
の
メ
ン

バ
ー
に
は
高
校

時
代
バ
ス
ケ
ッ

ト
の
経
験
が
あ

る
と
い
う
江
口

孝
昭
さ
ん

（２４
＝
県
議
秘
書
＝
江
口

）
を
は
じ
め
、
今
年

八
月
に
入

会
し
た
と
い
う
久
留
米
高
専
三
年
生

で
最
年
少
の
小
田
正
昭
さ
ん

（
１８
＝

高
江
）
、
下
川
隆
さ
ん

（
２２
＝
農
業

＝
島
田
）
、
田
島
幸
夫
さ
ん

（２．
＝

農
業
＝
和
泉
西
）
、
ほ
か
会
員
メ
ン

バ
ー
は
十
二
人
。

I鶴韓/4(γ

鬱 醇誠角迎

〔児童向き〕 団松谷みよ子「おさ
じさん」 団わたなべしげる「ぼく

まいごになつたんだ」 団かんざわ
としこ「りんどころころいいところ

へ」 口,焉場のぼる「きつね森の山
男」 団勝義雄「カキの木カキのみ
カキクケコ」 団山下夕美子「ます
みちやんがわらつた」 団岡野かお

る子「うば車のおばあちやん」

〔一般向き〕 醒講談社編「ワンタ
ッチおべんとう」 団江本孟糸己「
プロ野球を10倍楽しく見る方法」

団川合局海「子どもの心を伸ばすこ

とばダメにすることば」 団森村誠
―「続悪魔の飽食」 団大江健二郎
「雨の木」を聴く女たち 団阿刀田
高礎静
'シ

ァ神話を知つていますか」
●

■第25回福岡県民体育大会成績=〔

水泳競技〕50メ ートルバタフライ①

松本誠司 (羽中)30秒 97、 〔青年男

子バスケットボール〕②筑後クラブ

〔陸上競技三段飛び〕①角満義 (藤

島)13メ ートル20、 〔柔遭一般男子

〕③中尾、江回、柴田、肥後橋、津

留 以上入賞者のみ。

カ ントは絵画 グループ「泉」

矢加部 公 美(藤島)

■第制回県美術展入賞者氏名=〔エ

芸部門〕久留米市長賞一虹)II町子さ

ん (赤坂)が初受賞されました。

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△
⑫

シ
リ
ー
ズ
　
私
た
ち
の
仲
間

青
年
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

「
筑
後
ク
ラ
”フ
」

□御

⑦

づ

ズ

カ
　
一

体

リ

の

ンヽ

な

健

ん

保

み□

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

初
心
者
は
第

一
レ
ベ
ル
か
ら
始
め

ま
す
。

団
第

一
レ
ベ
ル
…
最
低

１５
分
、
速
く

歩
き
、
毎
日
続
け
ま
す
。
３０
分
歩
け

た

れヽ
を

一レ
ベ
ル
ヘ

団
第
ニ
レ
ベ
ル
‥
５
分
歩
き
、
３
分

走
り
、
３
分
歩

い
て
２
分
走
る
。
又

３
分
歩
く
。
週
に
２
～
３
回
続
け
ま

す
。
５
分
走
れ
た
ら
、
第
ニ
レ
ベ
ル

ヘ団
第
ニ
レ
ベ
ル
…
ゆ

っ
く
り
５
分
走

り
、
１
分
休
み
、
さ
ら
に
５
分
走
り

ま
す
。

こ
れ
を
週
に
３
～
４
回
続
け

ま
す
。

１０
分
走
り
続
け
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
第
四
レ
ベ
ル
ヘ
す
す
み
ま

す
。

団
第
四
レ
ベ
ル
…
ゆ

っ
く
り
１０
分
走

り
、
１１
分
、
１２
分
、
１５
分
と
、
の
ば

し
て
走
り
ま
す
。
あ
と
は
、
自
分
の

努
力
だ
け
で
す
。
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